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地域包括ケアシステムの構築に向けて

は、「自助」、「互助」、「共助」、「公助」の

組み合わせによる取り組みが必要です。 

 

家族や親せき、

地域（ボランテ

ィア）などで支

え合うこと 

介護予防や健康

づくりに取り組

んだりなどの自

分自身のケア 

行政サー ビス

（生活保護の支

給など） 

介護保険や医療

保険などのサー

ビスの利用 

 

 
センターには 

・保健師・社会福祉士 

・主任介護支援専門員 

などがおります。 
。 

南島原市の高齢化率（65 歳以上の割合）はおおよそ 40％となっており、高齢者の人口割合が高い地域となって

います。老後の生活は様々なことに不安が生じると予測されます。日常生活でご近所同士のつながりがあったり、

必要な時には医療や介護などの専門職に相談したり、力を借りたりすることが身近に感じられる関係性があれば、

住み慣れた「住まい」で安心した生活を送ることができると思います。 

このような安心した生活を送るための仕組を『地域包括ケアシステム』と呼んでいます。地域包括支援センターは

『地域包括ケアシステム』の構築を目指す中核機関として位置づけられています。 

南島原市地域包括支援センターでは住み慣れた「住まい」を中心として「医療」「介護」「生活支援・介護予防」が

切れ目なく提供されるために、介護保険制度や医療、福祉に関することなどの相談対応や情報提供を行い、地域に

暮らす人たちへの様々な側面からのサポートを行わせていただいております。 

 

                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

・自治会活動 

・ボランティア 

・老人クラブ活動等 
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●本 所 （北有馬庁舎 2 階） 

〒859‐2305  

南島原市北有馬町戊 2747 番地 

☎ ８４－２６３３ 
（開所時間 平日 8：45～17：30） 

●サブセンター （布津庁舎 1 階） 

〒859‐2112  

南島原市布津町乙 1623 番地 1 

☎ ６１－１１９０ 

（開所時間 平日 8：30～17：15） 

 

介護保険

制度等に

おいての

通所や訪

問、入所等

のサービ

ス利用 

行政や介護保険、医療な

どの各機関等との連絡や

調整を図り、地域の皆様

の様々な相談対応に努め

ます。 

［口之津町］石井
いしい

 眞一
しんいち

様(89 歳) 
 

・奥さんと愛猫マルちゃんと

3人暮らし！

・畑仕事やカラオケなど多趣味！
ぶん相談したら、けんかは一つ減らすことができ

命ある限り、
世のため人の

相談窓口 

地域包括支援センター 

 

 
南島原市の皆様が自宅で元気に長生きで

きるように微力ですがお手伝いできたら

と思っています。 

よろしくお願いします。 

布津のサブセンターの事務として勤務し

ております。 

皆さんのサポートができるように頑張り

ます。よろしくお願いします。 

岡本
おかもと

美紀子
み き こ

 
（介護支援専門員） 

令和５年６月より勤務 

加藤
か と う

希代子
き よ こ

 
（事務員） 

令和５年８月より勤務 

 

地域包括支援センター 

公式ホームページは 

下記QRコードから 



  

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉士 

 

 

 
～ ゆるやかに共に時間を過ごし、共に楽しみ、良い時間を ～ 

“訪問お話ボランティア そよかぜの会”の皆さんが 

訪問を希望される場合は地域包括支援センター（☎84-2633）に気軽にご相談くだ

さい。訪問お話ボランティアそよかぜの会の活動をしたい方もご一報ください。 

活動内容 月 1回程度、お話し相手を希望される方のお宅におうかがいします。 

例えば、思い出話をおききしたり、お話を楽しんだり、歌を歌ったり、 

手の体操をする 等々、お 1人お 1人の思いを大切にしています。 

希望される方のお宅への訪問活動を始められています。 
 

保健師より 

在宅医療・介護連携サポートセンターより 

 
訪問先の編み物が上手な方から 

編み方を教えていただきました 

 

新聞の広告チラシ等を 
使って綺麗な飾りを 
作ったこともありました  ご一緒に本を見ています 

弁護士による事例相談会（専門職対象） 
 

開催頻度：２ヶ月に１回定期開催 

対象者 ：福祉・医療関係者 

講 師 ：法テラス雲仙  

     弁護士 山田耕一郎先生 

内 容 ：参加者からあった相談事例への解説 

     関連する法制度・参考事例等の解説  

     質疑応答・意見交換 

いきいき生活講座（市民対象） 
 

開催頻度：年 1回程度 

対象者 ：南島原市民 

内 容 ：相続・遺言など 

     

 

「市民対象の講座」や、 

「専門職対象の相談会」を行っています 

 自分らしく生活するヒントに 

 気軽に相談できるきっかけ作りに 

社会福祉士より 

 

 

『自立支援型ケア会議』毎月実施中です 

毎月第 3木曜日 13：30～15：00 

主任介護支援専門員より 

島原地域広域市町村

圏組合介護保険課の

主催のもと、現在は

毎月オンライン会議

にて実施中。 

どんな会議をしているの？ 高齢者の生活課題に対して、多職種で意見を出し合い、 

課題の解決や、自立に向けた方法を検討していく会議です！ 

高齢者 A 様（80 歳） 

半年前に自宅で転び、それ

以降運動や外出の機会が減

っている。動く時は手すり

を使うことが増えている。 

少し前より硬い物が食べに

くくなっており、飲み込ん

でむせることも時々あって

いる。 

１人暮らしであり、毎日

の食事が総菜やカップラ

ーメンなどが多くなって

いる。 

１日のお薬の量が多く、

お薬の管理に戸惑うこと

が増えている。 

南島原市内の居宅介護支援事業所のケアマネジャーや、南島原市地域包括

支援センターで担当している高齢者を対象に毎月 2 名ほど（匿名にて） 

ケース検討会議を行っています。会議には歯科医師や理学療法士、薬剤師、

管理栄養士の方などが出席され、多職種からの専門的な助言をいただきな

がら、対象高齢者の方の自立した生活に繋がる様に努めております。 

毎年 11 月 30 日は、厚生労働省の定める人生会議の日です。『もしも言葉を話す

ことができなくなったら』『もしも余命があと 3 年となったら』どうしても伝え

ておきたいことはありませんか？南島原市では『こうしてほしい～わたしの気持

ち～』という名の、『〇〇してほしい』 

『〇〇してほしくない』の気持ちを 

形に残すためのツールを作成しました。 

『こうしてほしい～わたしの気持ち～』 

ぜひ自由に記入してみましょう！ 

また、どのように人生を過ごしていきたいか 

などのあなたの気持ちを大切な人へ伝えたり、 

大切な人が何を望んでいるのか、お話しして 

みるのもいいですね(´▽｀*) 


